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今
回
の
座
談
会
で
は
、
中
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
甲
賀
市
に

対
す
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
充
実
、
忍
者
・
信

楽
焼
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
方
法
な

ど
、
中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
、
ど
う
す
れ
ば
甲
賀
市
が
よ

り
住
み
や
す
く
な
る
か
、
若
者

の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
か
、

観
光
客
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甲
賀
市

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
と

て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

国
際
化
が
進
む
現
代
社
会
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
の
こ
と
を
知
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
甲

賀
市
を
知
り
、
滋
賀
県
を
知
り
、

初
め
て
日
本
の
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
は
、
ま
ず
本
市
の
こ
と
を

し
っ
か
り
知
っ
た
う
え
で
自
信

と
愛
着
を
持
っ
て
ま
ち
を
自
慢

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
日
本
遺
産
を
は

じ
め
と
す
る
数
々
の
資
源
や
歴

史
、
そ
れ
ら
甲
賀
市
の
魅
力
を

も
っ
と
発
信
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
を
通
し
て
、
中

学
生
の
皆
さ
ん
が
本
市
の
課
題

や
未
来
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
、

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
意
識
を
育
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
座
談
会
で
の
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に

安
心
し
て
夢
を
追
い
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

オ
ー
ル
甲
賀
で
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

水口中学校 副会長
林
はやし

凜
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音
の ん

さん
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幸
こ う

田
だ
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と し
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さん

土山中学校 生徒会長
金
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岡
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優
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仁
き

さん 甲賀中学校 副会長
西
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田
だ

和
か ず

将
ま さ

さん

城山中学校 副会長
奥
お く

村
む ら

啓
け い

太
た

さん 仕事がなくて他県へ行く人が多いので、
ものづくり1位などを市民の人に知って
もらうようにPRしたらいいと思う。また、
住める場所を増やし教育や商業施設
が充実すれば人は来てくれると思う。

待機児童が０人である、インターチェ
ンジが３つあるなど甲賀市の自慢で
きるところをもっとみんなに知っても
らう。例えば甲賀市の新聞を作り配
布するなどしたらよいと思う。

甲賀市をどんな「まち」にしたい ですか？

交通の面で、もっと便利になり、
京都方面などの高校や大学など
に通学しやすくなれば、住む人が
増え、まちが活気づくと思う。

住まなくなった家や土地、荒れ
た場所などが多いので、遊べる
場所などに活用したらよい。

学校を整備して、学力向上に力を入れると
人が集まると思う。ＩＣＴなどの授業もあるが、
塾でもやっているような映像授業で、わかり
やすい授業、わかりやすく教える先生を迎え
るなどすればいいと思う。

都会と自然のバランスが大事。自然の中では忍者
に関連づけたことをする。街なかには大型ショッピ
ングモールを建設し、その中で信楽焼やお茶など
の店舗を入れたり、忍者のショーなどのイベントを
開催したりする。バランスのよいまちになればいい。

忍者を生かす。「忍者が学べる場所は
どこか？」と聞かれたときに忍術屋敷し
か出てこない。忍術屋敷がある通りを
「忍者ストリート」にすればもっと活気
付き、外国人など観光客も増えると思う。

ランドマーク的な自慢できる場所を作るなど若者
の心をつかむものがあるとよい。� �
また、「甲賀市＝忍者」のイメージを全国に広め
る時に、忍者だけでなく信楽焼やお茶なども盛
り込むことでもっとおもしろいものができると思う。

土山はお茶が有名。
今はほうじ茶がはやっ
ているので、ほうじ茶
を使った「ラテ」など
でまちおこしをしたら
よい。

遊ぶところが少なく、「甲賀市」と印象付
けるものがないと思う。甲賀市なら「こ
れ」という娯楽施設などがあればよい。

インスタグラムなど
がはやっている。例
えば忍者やほうじ茶
ラテなども用いて市
内に「インスタ映え」
する場所を作れば、
人が来ると思う。

部活動について、県内
では成績がよくても全
国でみるとそうでもな
い。外部コーチに依
頼すればもっと部活動
の成績がよくなる。

世界では日本は「忍者」のイメージがあると
思うが、甲賀や伊賀が忍者であるというイ
メージはあまりない。甲賀や伊賀の忍者を
定着させるとよい。

わたしたちもオール甲賀のメンバーです

甲賀中学校
 生徒会長

森
も り

地
ち

拓
ひ ろ

登
と

さん


